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三 沢 の 地上 ・高層デー タ を用い た衛星雲判別手法の 検証

恍 武伸悟、板野稔久 （防衛大地球海洋）

1　 は じめに

　衛 星 に搭載 され て い る 代表的な 波長帯［0．7μ m （VIS）、

ll μ m 　（IR1），12 μ m （IR2），6．7 μ m （IR3 ＞，3．8 μ m （IR4 ）］

の 放 射 特 性 の 違 い か ら晴天 域や 雲の 判別 が 可 能 と され て

い る。 例 え ば IR1 と IR2 の 差 に よ り巻 雲、　 IRI と IR3 の 差

に よ り積乱雲、IR1 と IR4 の 差 に よ り層雲な どの 雲 を判別

す る 手 法 が提 案 され て い る。しか し、これ ら の 雲判別 の 有

効 性 は 、グ ラ ン ド トゥル ース に よ り十 分 に確認 され た とは

い い が た い 状況に ある。

　前回 （2012 年秋季大会 P346）、青森県 三沢基地 の ラ ジオ

ゾ ン デ を用 い て 、衛 星 データ か ら得 られ る 放 射 特 性 （輝 度

温 度、輝度温 度差、標準偏差）と比 較 し 、ラ ジ オ ゾ ン デか

ら得 られ た雲 に 対応す る物理量 （雲頂温 度、雲の 厚さ、可

降水 量 ）と の 対 応 関係 を調 査 し た が、今回 新 た に シ
ー

ロ メ

ー
タ、視程計、METAR の データ を加 え、衛星 データ に 基 づ

い た 雲判 別 手 法 の 有効性 を検証 し た。ま た、晴れ の 領城に

お け る可 降水量 の 推定や 層 雲／霧 の 領 域 にお け る 雲 厚 の 導

出の 可能性 な ども調査 し た。

2　 デー
タ及び前処理

　 三 沢 基 地 で記 録 され て い る ラ ジ オ ゾ ン デ、METAR、シ
ー

ロ メ
ー

タ、視程計 の デ
ー

タ と MTSAT 〆HRIT データ を 使 用 し

た。ラ ジオ ゾ ン デ は 、4 秒毎 （15〜25m）に 得 ら れ る 生デ
ー

タか ら Wang （1995 ）の 手法に 従い 、（最 大相対湿 度 87％以上

の 部分を含 む 〉相対 湿 度 が 84％以 上 の 領 域 を
“
雲

”

と し

て 扱 っ た。ま た、可降水量の 算定を行 い 、積算す る 下限の

高度 を変 化 させ る こ とに よ り、全 可 降 水 量 だ け で は な く任

意 の 高度 よ り上 空 の 可 降水量を求め て 解析 した 。更 に、衛

星 データ の 検証対象 ピク セ ル （三 沢）と風 に流 され て 移動

す る ラ ジ オ ゾ ン デ の 観測 位 置 との ズ レ を調 査 した。シ
ー

ロ

メ
ー

タ と視程計 は 、毎時 30分〜00分 に お け る 3  燗 （120

個）の データ の 最大値 を求 め て 使用 した。METAR は、記録

して い る全雲 量 と雲底 高度 か ら
‘‘
晴れ

”
や

“
下 層 雲

”
の 判

定 に 用い て い る。

　解 析 期 間 は、2008年〜2011年 の 4 年間で あ る。但 し、

シ
ー

ロ メータ と視程 計 は 2011年 5 月 15 日〜8 月 31 日の

夏季の データ の み 使用 し た。

3　解析結果

　衛 星 デ
ー

タ の 輝 度 温 度 差 （△ Tl．2；IR1
−IR2，△

T1−R＝IRI
−IR3，△T4−1 ＝IR4

−IRI）と ラジオ ゾ ン デあるい はシ

ー
ロ メ

ー
タ な どか ら得 られ る雲 の 特 性 とを そ れ ぞ れ 縦 軸、

横軸 に とっ て 対 比 させ た。図 1 よ り、標準 偏差 （SD） が

1．5 よ り小 さ く、△ Tl−z 〈3．　OK の と きは 巻雲 （破線 よ り上 ）

で あ る とい うこ とが で きる e また、△Tl−3 〈 10K で ラ ジオ

ゾ ン デ の ズ レ が少 な い （○）と き は 、雲の 厚 さ が 4，000m 以

上 と な り乱 層 雲 の よ うな 厚 い 雲 が 判 別 で き、こ の 中に は 積

乱雲も含 まれ て い る と推測 され る （図 2 ＞。一
方、図 3 に

よ る と少 な く と も △T
斗 1 ＜

一1．5K の と きは
一

様 な 雲で あ る

層 雲 ／霧 や 高 層 雲 を判 別 で き、更 に水 雲 の と き （Tb
…R1

＞273K ）

は 、雲底高度 が 35Gm以 下 に 集ま り層雲／霧 を判別 で きて い

る こ とが 分 か っ た 。

　 そ の 他 に も、晴れ の と きの 衛星 デ
ー

タ に よる 水 蒸気 特 性

を利 用 し て 、そ れ ぞ れ の 輝 度温 度差 （△Tl　1，，△ Tl−s） と 全

可降水量 あ る い は 高度 4k 皿 以上 の 可降水量の 間に 対応関

係 が 認 め られ た。

ε
ω

ヨ
o「
2
Φ

畫

蒭
ぎ一

100000

loono

1coo

100

劉o
　 −1　 　 　 　 9 　 　 　 　 　 1　 　 　 　 　 2 　 　 　 　 　 3 　 　 　 　 　 4 　 　 　 　　 5 　 　 　 　 　 5

　 　 　 　 　 　 　 1R1−IR2（K）

図 1SD くL5 の と きの 輝 度温 度差 △ T
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図 2　 輝度温 度差 △TI−3 と雲 の 厚 さ との 関係

〔
∈

善
弖
。

奎
。・

；
 

Φ

壼

1e

　 　 　 一5 0 5 調015

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1R4 −IR1 （K ）

図 3　輝 度温 度差 △T4−1 と雲底高度 との 関係
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